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分析リポート
ベ
ト
ナ
ム
初
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
事
業
に
本
格
参
画
す
る
台
湾
・
中
国
鋼
鐵

―
そ
の
背
景
と
狙
い
―

保
倉
　
裕

●
は
じ
め
に

　

ベ
ト
ナ
ム
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り

国
際
的
連
携
を
深
化
さ
せ
な
が
ら
着
実

な
経
済
成
長
を
示
し
（
参
考
文
献
⑪
、

二
二
一
～
二
二
二
ペ
ー
ジ
）⑴
、
従
来

の
軽
工
業
と
一
次
産
品
中
心
の
経
済
か

ら
重
化
学
工
業
化
を
開
始
す
る
段
階
に

入
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
象
徴
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
溶
鉱
炉
（
高
炉
）・

転
炉
を
備
え
鉄
鋼
の
大
量
生
産
を
行
う

い
わ
ゆ
る
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
建
設
が

ベ
ト
ナ
ム
北
中
部
ハ
テ
ィ
ン
（H

a 
T

inh

）
省
ヴ
ン
ア
ン
（V

ung A
ng

）

特
区
で
現
在
進
め
ら
れ
て
お
り
、
二
〇

一
六
年
前
半
で
の
稼
動
開
始
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
〇
〇
％
外

資
の
直
接
投
資
に
よ
る
も
の
で
、
台
湾

の
総
合
化
学
企
業
・
台
湾
塑
膠
工
業
公

司
（
台
湾
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、Form

osa 
Plastics Corp.

略
称
「
台
プ
ラ
」）
を

中
心
と
す
る
台
プ
ラ
・
グ
ル
ー
プ
に
よ

り
二
〇
〇
八
年
に
設
立
さ
れ
たFor-

m
osa H

a T
inh Steel Corp.

（
略
称

「
Ｆ
Ｈ
Ｓ
」）
が
運
営
主
体
で
あ
る
。
そ

の
第
一
期
計
画
は
主
要
設
備
は
高
炉
二

基
、
転
炉
三
基
、
熱
間
圧
延
（
熱
延
）

ラ
イ
ン
（
年
間
生
産
能
力
五
三
〇
万
ト

ン
）、
線
材
二
ラ
イ
ン
（
一
二
〇
万
ト

ン
）、
年
産
粗
鋼
七
〇
七
万
ト
ン
、
総

投
資
額
一
一
〇
億
ド
ル
、
第
二
期
完
成

時
に
は
年
産
粗
鋼
二
〇
〇
〇
万
ト
ン
、

総
投
資
額
二
〇
〇
億
ド
ル
と
い
わ
れ
る

壮
大
な
計
画
で
あ
る
⑵
。

　

二
〇
一
〇
年
に
こ
の
Ｆ
Ｈ
Ｓ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
台
湾
を
代
表
す
る
鉄
鋼
企
業

で
あ
る
中
国
鋼
鐵
（China Steel 

Corp. 

略
称
「
Ｃ
Ｓ
Ｃ
」）
が
五
％
出

資
し
参
加
し
た
⑶
。
台
プ
ラ
・
グ
ル
ー

プ
は
台
湾
最
大
の
民
間
企
業
グ
ル
ー
プ

で
あ
り
、
そ
の
発
展
は
一
九
五
四
年
に

政
府
が
Ｐ
Ｖ
Ｃ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
）

の
生
産
を
台
プ
ラ
創
業
者
の
王
永
慶
に

委
託
し
同
社
が
カ
ー
バ
イ
ド
法
で
の
生

産
を
開
始
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
一
九

八
六
年
に
は
ナ
フ
サ
分
解
に
参
入
（
六

軽
計
画
）
し
石
油
化
学
の
上
流
能
力
を

拡
充
、
そ
の
後
の
大
き
な
発
展
の
基
盤

を
築
い
た
⑷
。
王
永
慶
は
基
礎
産
業
で

あ
る
鉄
鋼
業
へ
の
参
入
に
か
ね
て
熱
意

を
持
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
台

湾
内
で
の
参
入
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

Ｆ
Ｈ
Ｓ
は
台
プ
ラ
と
し
て
は
永
年
の
懸

案
の
実
現
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
大

規
模
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
建
設
・
操
業

に
は
専
門
的
知
識
と
経
験
が
不
可
欠
で

あ
り
、
中
国
鋼
鐵
の
参
画
は
必
然
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
Ｃ
Ｓ
Ｃ

は
二
〇
一
五
年
二
月
に
こ
の
出
資
比
率

を
二
五
％
ま
で
拡
大
す
る
方
針
を
発
表

し
た
。
こ
の
二
五
％
出
資
が
完
了
す
る

と
Ｃ
Ｓ
Ｃ
と
し
て
の
出
資
額
は
一
一
億

ド
ル
を
上
回
る
も
の
と
推
定
さ
れ
、
こ

の
方
針
は
同
社
の
Ｆ
Ｈ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
本
格
参
画
を
意
味
す
る
も
の
と

理
解
さ
れ
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
出

資
比
率
拡
大
方
針
に
関
し
て
は
二
つ
の

疑
問
が
湧
い
て
く
る
。

　

第
一
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
鉄
鋼
需
要
の

現
状
は
量
・
質
両
面
で
Ｆ
Ｈ
Ｓ
の
計
画

す
る
銑
鋼
一
貫
の
近
代
製
鉄
所
の
生
産

力
を
吸
収
す
る
に
は
不
十
分
な
の
で
は

な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム

で
は
特
に
薄
鋼
板
類
の
需
要
が
拡
大
し

て
い
る
が
そ
の
製
造
の
素
材
と
な
る
厚

め
の
鋼
板
を
生
産
す
る
熱
間
圧
延
設
備

が
存
在
し
な
い
。
こ
の
面
で
は
、
熱
間

圧
延
設
備
お
よ
び
そ
こ
に
素
材
で
あ
る

鋼
を
供
給
す
る
銑
鋼
一
貫
の
必
要
性
が

あ
る
こ
と
は
確
か
で
は
あ
る
。
し
か
し

そ
の
需
要
の
内
実
を
み
る
と
、
建
材
関

連
の
用
途
が
大
半
で
あ
り
自
動
車
産
業

な
ど
は
育
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
内
需

拡
大
を
見
込
む
と
し
て
も
中
国
を
は
じ

め
と
す
る
安
値
輸
入
材
と
の
競
合
も
あ

り
、
ベ
ト
ナ
ム
内
需
に
よ
る
吸
収
に
は

限
界
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
Ｆ
Ｈ
Ｓ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
稼
動
後
の
販
路
と
し
て
は

輸
出
へ
の
依
存
度
が
高
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
そ
う
し
た
リ
ス
ク
の
あ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
ぜ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
は
本
格

参
画
す
る
こ
と
に
し
た
の
か
と
い
う
点
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で
あ
る
。
こ
の
方
針
選
択
は
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の

中
長
期
的
戦
略
に
基
く
も
の
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問

題
を
考
え
る
に
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
持
つ
鉄

鋼
企
業
と
し
て
の
特
性
と
市
場
環
境
を

確
認
し
そ
の
戦
略
を
推
定
し
て
ゆ
く
こ

と
が
必
要
と
な
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
鉄
鋼
業
を
深
く
研
究
し
て

い
る
川
端
の
最
新
の
報
告
は
ベ
ト
ナ
ム

鉄
鋼
業
の
現
況
と
問
題
点
を
現
地
調
査

も
含
め
詳
細
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
同
氏
が
今
後
の
研
究
課
題
の
ひ

と
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
が
進
出
元

の
外
資
の
認
識
と
意
図
に
関
す
る
分
析

で
あ
る
（
参
考
文
献
③
、
三
二
～
三
三

ペ
ー
ジ
）。
正
鵠
を
得
た
指
摘
と
感
じ

る
。
筆
者
は
そ
う
し
た
問
題
意
識
を
も

っ
て
、
二
〇
一
五
年
三
月
に
訪
台
し
鉄

鋼
関
係
者
や
学
界
の
こ
の
分
野
の
専
門

家
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

本
稿
は
、
そ
の
結
果
も
踏
ま
え
Ｆ
Ｈ

Ｓ
を
ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
海
外
直
接

投
資
を
そ
の
主
体
側
の
視
点
か
ら
分
析

し
、
投
資
の
実
態
を
よ
り
明
確
に
し
よ

う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な

内
容
と
し
て
は
、
ま
ず
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
中
長

期
的
戦
略
を
推
定
す
る
。
次
に
ベ
ト
ナ

ム
鉄
鋼
業
の
現
況
を
概
観
し
、
全
般
的

過
剰
生
産
能
力
と
熱
延
材
の
輸
入
依
存

と
い
う
生
産
能
力
の
不
均
衡
の
下
で
の

Ｆ
Ｈ
Ｓ
に
よ
る
熱
延
材
生
産
の
合
理
性

を
確
認
す
る
。
最
後
に
Ｆ
Ｈ
Ｓ
の
計
画

の
持
つ
問
題
点
を
考
察
し
、
そ
こ
に
本

格
的
に
参
画
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
意
図
を
同

社
の
戦
略
の
文
脈
の
な
か
で
ど
の
よ
う

に
理
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
見
解
を
述

べ
る
。

●
鉄
鋼
製
品
生
産
の
特
質

　

検
討
を
進
め
る
前
提
と
し
て
鉄
鋼
生

産
の
基
本
的
工
程
と
そ
の
特
質
を
確
認

し
て
お
く
。
鉄
鋼
の
製
造
工
程
は
銑
鉄

を
生
産
す
る
製
銑
工
程
、
銑
鉄
を
酸
素

で
還
元
し
炭
素
含
有
量
を
減
少
さ
せ
鋼

を
生
産
す
る
製
鋼
工
程
、
鋼
を
熱
間
で

圧
延
す
る
熱
延
工
程
、
そ
の
熱
延

材
を
冷
間
で
圧
延
す
る
冷
延
工
程
、

さ
ら
に
メ
ッ
キ
や
塗
装
、
溶
接
な

ど
を
施
す
表
面
処
理
・
加
工
工
程

か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
工
程
で

鋼
ま
で
は
製
造
工
程
の
半
製
品
で

あ
る
が
、
熱
延
材
は
鉄
鋼
使
用
産

業
向
け
の
鉄
鋼
製
品
と
し
て
販
売

さ
れ
る
が
同
時
に
次
工
程
で
あ
る

冷
延
向
け
の
半
製
品
と
し
て
の
性

格
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。

　

製
銑
・
製
鋼
工
程
は
鉄
鉱
石
を

原
料
と
す
る
高
炉
・
転
炉
に
よ
る

銑
鋼
一
貫
の
大
量
生
産
方
式
と
鉄

屑
を
原
料
と
す
る
電
気
炉
（
電

炉
）
に
よ
る
少
量
生
産
方
式
⑸
と

が
あ
り
、
鉄
鋼
製
品
と
の
対
応
関

係
で
は
銑
鋼
一
貫
は
板
類
（flat 

products

）、
大
形
の
形
鋼
、
管
類
な

ど
を
、
ま
た
電
炉
は
棒
鋼
、
形
鋼
、
線

材
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
長
モ
ノ
（long 

products

）
を
製
造
す
る
の
に
適
し
た

生
産
方
式
で
あ
る
。

　

鉄
鋼
生
産
の
特
質
と
し
て
は
、
技
術

が
設
備
に
体
化
し
て
い
る
度
合
い
が
高

い
こ
と
、
銑
鋼
一
貫
の
場
合
は
初
期
投

資
額
が
大
き
い
た
め
規
模
の
経
済
の
影

響
が
大
き
い
こ
と
、
製
品
の
品
質
管
理

が
製
鋼
か
ら
圧
延
・
表
面
処
理
ま
で
の

一
貫
管
理
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
こ
と
、

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

●
台
湾
鉄
鋼
業
の
相
対
的
劣
位

　

台
湾
の
鉄
鋼
業
は
ア
ジ
ア
有
数
の
水

準
に
あ
る
。
し
か
し
日
本
、
韓
国
と
の

比
較
で
は
相
対
的
劣
位
に
あ
る
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
状
況
は
生
産
能

力
、
品
質
の
両
面
で
み
ら
れ
る
が
、
こ

れ
は
具
体
的
な
数
字
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
ず
生
産
能
力
面
で
は
図

１
の
と
お
り
粗
鋼
生
産
量
で
日
本
・
韓

国
を
下
回
っ
て
い
る
一
方
で
、
半
製
品

輸
入
量
は
図
２
の
と
お
り
韓
国
を
上
回
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図１　粗鋼生産量推移

（出所）�　東南アジア鉄鋼協会（以下、SEAISI）発行 Steel Statistical Yearbook 各年版より筆
者作成。
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ベトナム初の銑鋼一貫製鉄事業に本格参画する台湾・中国鋼鐵―その背景と狙い―

っ
て
い
た
。
こ
れ
は
台
湾
の
製
鋼
能
力

の
量
的
不
十
分
さ
を
端
的
に
示
す
も
の

で
あ
る
。

　

次
に
品
質
面
で
の
比
較
と
し
て
、
冷

延
鋼
板
生
産
全
体
の
な
か
で
の
加
工
度

の
高
い
用
途
に
使
用
さ
れ
る
高
張
力
鋼

板
用
が
中
心
と
考
え
ら
れ
る
合
金
鋼
の

比
率
⑹
を
と
っ
て
比
較
し
て
み
る
と
図

３
の
と
お
り
明
瞭
な
差
異
が
確
認
で
き

る
。
台
湾
の
合
金
鋼
比
率
は
統
計
上
把

握
で
き
な
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

　

台
湾
の
こ
う
し
た
相
対
的
劣
位
は
、

台
湾
を
代
表
す
る
鉄
鋼
企
業
で
あ
る
Ｃ

Ｓ
Ｃ
の
問
題
そ
の
も
の
で
あ
り
、
以
下

に
説
明
す
る
よ
う
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
は
こ

う
し
た
相
対
的
劣
位
か
ら
脱
却
す
る
対

策
を
講
ず
る
強
い
必
要
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

●
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
体
質
強
化
の
た
め
の

対
策

　

Ｃ
Ｓ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
は
台
湾
唯
一
の
銑

鋼
一
貫
の
鉄
鋼
企
業
で
あ
る
。
同
社
は

一
九
七
一
年
に
設
立
さ
れ
、
当
初
は
政

府
出
資
四
五
％
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、

民
間
よ
り
の
出
資
が
難
航
し
結
局
一
九

七
七
年
に
国
営
企
業
に
改
組
し
た
。
一

九
八
二
年
に
は
年
産
粗
鋼
三
二
五
万
ト

ン
、
八
八
年
に
は
同
五
六
五
万
ト
ン
の

体
制
を
整
え
台
湾
の
鉄
鋼
業
を
代
表
す

る
存
在
と
な
っ
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｃ
は
ア
ジ
ア

有
数
の
鉄
鋼
企
業
で
は
あ
る
が
、
先
発

の
日
本
の
鉄
鋼
企
業
や
Ｃ
Ｓ
Ｃ
と
ほ
ぼ

同
時
期
に
設
立
さ
れ
た
韓
国
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
（
一
九
六
八
年
に
実
質
国
営
で
設
立
、

一
九
七
六
年
に
年
産
粗
鋼
二
六
〇
万
ト

ン
、
七
八
年
に
五
五
〇
万
ト
ン
体
制
）

と
の
比
較
で
は
生
産
量
・
品
質
と
も
に

劣
位
に
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
⑺
。
こ
の
背
景
と
し
て
は
造
船
・
自

動
車
と
い
っ
た
鉄
鋼
消
費
産
業
が
台
湾

で
大
き
な
発
展
を
示
さ
な
か
っ
た
こ

と
⑻
、
ま
た
一
九
九
〇
年
代
初
頭
よ
り

政
府
の
出
資
比
率
は
漸
減
し
一
九
九
五

年
に
は
五
〇
％
を
割
り
民
営
化
が
実
現

し
た
⑼
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
永
く
企
業

と
し
て
の
活
動
に
諸
々
の
制
約
が
あ
っ

た
こ
と
⑽
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
民
営
化
後
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
と

し
て
は
そ
う
し
た
日
本
・
韓
国
の
鉄
鋼

企
業
と
の
比
較
で
の
相
対
的
劣
位
か
ら

の
脱
却
が
大
き
な
戦
略
目
標
と
な
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代

に
入
る
と
Ｃ
Ｓ
Ｃ
は
二
つ
の
戦
略
を
鮮

明
に
し
た
。
ひ
と
つ
は
台
湾
内
に
お
け

る
自
社
グ
ル
ー
プ
の
拡
充
と
製
鋼
・
熱

延
と
い
う
鉄
鋼
生
産
の
上
工
程
生
産
能

力
の
量
的
・
質
的
改
善
で
あ
る
。
い
ま

ひ
と
つ
は
台
湾
内
で
の
上
工
程
拡
充
に

対
応
し
て
、
熱
延
材
使
用
工
程
で
あ
る

冷
間
圧
延
（
冷
延
）
以
降
の
下
工
程
部

門
へ
の
直
接
投
資
を
ベ
ト
ナ
ム
を
含
む

ア
ジ
ア
圏
で
積
極
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
施
策
は
Ｃ
Ｓ
Ｃ
が
ア
ジ
ア
圏

を
中
心
に
海
外
展
開
を
推
進
す
る
戦
略

に
基
く
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
検
討
し

て
ゆ
く
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
Ｆ
Ｈ
Ｓ
へ
の
取
組
み

も
こ
う
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
戦
略
の
文
脈
の

な
か
で
考
察
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

⑴
台
湾
内
で
の
グ
ル
ー
プ
の
拡
充
と
生

産
体
制
・
設
備
の
強
化

　

Ｃ
Ｓ
Ｃ
は
台
湾
内
で
有
力
鉄
鋼
企
業

を
傘
下
に
収
め
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
陣

容
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の

企
業
の
設
備
の
有
効
活
用
お
よ
び
新
規

設
備
投
資
に
よ
り
特
に
熱
延
材
の
生
産

力
お
よ
び
製
鋼
能
力
の
強
化
を
実
現
し

た
。
中
鴻
鋼
鐵
お
よ
び
中
龍
鋼
鐵
は
そ

の
主
な
事
例
で
あ
る
。

　

中
鴻
鋼
鐵
（Chung H

ung Steel

）

は
燁
隆
（Y

ieh Loong

）
グ
ル
ー
プ

の
鋼
管
・
板
類
製
造
会
社
（
燁
興
企

業
）
で
あ
っ
た
が
Ｃ
Ｓ
Ｃ
が
二
〇
〇
〇

年
に
同
社
を
系
列
化
し
、
二
〇
〇
四
年

に
現
在
の
社
名
に
変
更
し
た
⑾
。
Ｃ
Ｓ

Ｃ
は
同
社
の
熱
延
ラ
イ
ン
（
一
九
九
七

年
稼
動
、
工
場
は
高
雄
）
を
有
効
活
用

し
戦
力
化
す
る
た
め
に
二
〇
〇
三
年
に

日
本
の
住
友
金
属
工
業
（
当
時
。
以
下
、

住
金
）
と
連
携
し
住
金
和
歌
山
製
鉄
所

の
製
鋼
工
程
を
分
社
化
し
「
住
金
鋼
鐵

和
歌
山
」
を
設
立
、
そ
こ
か
ら
こ
の
熱

延
ラ
イ
ン
向
け
に
ス
ラ
ブ
を
安
定
供
給

す
る
体
制
を
構
築
し
た
⑿
（
年
間
供
給

量
一
八
〇
万
ト
ン
と
推
定
さ
れ
る
）。

　

中
龍
鋼
鐵
（D

ragon Steel Corp.

）

は
柱
裕
（K

uei-Y
i

）
企
業
と
い
う
Ｈ

形
鋼
生
産
の
有
力
電
炉
鉄
鋼
企
業
（
工

場
は
台
中
）
に
Ｃ
Ｓ
Ｃ
が
二
〇
〇
四
年

に
資
本
参
加
し
現
社
名
に
変
更
し
た
も

の
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
に
は
同
社
を

完
全
子
会
社
化
し
熱
延
を
稼
動
さ
せ
、

二
〇
一
〇
年
に
一
基
目
の
高
炉
（
Ｃ
Ｓ

Ｃ
５
号
高
炉
）、
二
〇
一
三
年
に
は
二

基
目
の
高
炉
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
６
号
高
炉
）
を

稼
動
さ
せ
銑
鋼
一
貫
の
工
場
に
様
相
を

図３　冷延鋼板生産のなかでの合金鋼比率

（出所）　図２に同じ。
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一
変
さ
せ
た
。
現
在
の
主
要
設
備
は
高

炉
二
基
（
年
産
能
力
五
〇
〇
万
ト
ン
）、

転
炉
三
基
、
電
炉
一
基
（
一
〇
〇
万
ト

ン
）、
熱
延
（
四
〇
〇
万
ト
ン
）、
形
鋼

（
六
〇
万
ト
ン
）
で
、
二
〇
一
四
年
の

粗
鋼
生
産
実
績
は
六
〇
八
万
ト
ン
で
あ

る
。
筆
者
は
二
〇
一
五
年
三
月
に
台
中

の
同
社
を
訪
問
し
工
場
を
み
る
機
会
を

得
た
が
、
特
に
そ
の
熱
延
ラ
イ
ン
は
主

要
先
発
国
と
比
較
し
て
も
装
備
面
で
は

遜
色
な
い
水
準
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
⒀
。

　

こ
う
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
台
湾
内
で
の
体

制
の
整
備
に
よ
り
、
台
湾
の
粗
鋼
生
産

量
の
増
加
と
イ
ン
ゴ
ッ
ト
・
半
製
品
の

輸
入
減
少
の
傾
向
は
明
確
に
な
っ
て
い

る
（
図
１
、
図
２
参
照
）。
ま
た
こ
う

し
た
対
策
に
よ
り
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
台
湾
内
で

の
比
重
も
高
ま
っ
て
お
り
二
〇
一
三
年

時
点
で
の
設
備
ベ
ー
ス
の
生
産
能
力
で

み
る
と
Ｃ
Ｓ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
は
粗
鋼
で
五

六
・
八
％
（
炭
素
鋼
で
は
六
一
・
一

％
）、
Ｈ
形
鋼
で
四
〇
％
、
厚
板
で
八

三
・
八
％
、
熱
延
コ
イ
ル
で
八
三
・
二

％
、
冷
延
コ
イ
ル
で
四
三
・
五
％
の
シ

ェ
ア
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
⒁
。

⑵
ア
ジ
ア
圏
で
の
積
極
的
な
直
接
投
資

の
推
進

　

一
方
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
は
台
湾
内
で
強
化
さ

れ
た
熱
延
材
の
生
産
能
力
を
吸
収
す
る

と
と
も
に
企
業
と
し
て
の
発
展
を
図
る

た
め
に
、
ア
ジ
ア
圏
に
冷
延
以
降
の
工

程
を
中
心
と
す
る
直
接
投
資
を
積
極
的

に
推
進
し
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ン
ド
に
進
出
し
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
は
二
〇

〇
〇
年
に
台
湾
・
彦
武
企
業
が
同
国
に

設
立
の
冷
延
・
亜
鉛
メ
ッ
キ
・
塗
装
の

工
場
（O

rnasteel Enterprise Corp.

（M

）Sdn.Bhd.

）
に
出
資
し
⒂
、CSC 

Steel Sdn. Bhd.

を
設
立
。
二
〇
〇
四

年
に
は
同
社
を
一
〇
〇
％
子
会
社
化
し

た
。
現
在
の
生
産
品
目
は
冷
延
材
、
亜

鉛
メ
ッ
キ
材
を
中
心
に
年
間
生
産
能
力

は
五
〇
万
ト
ン
、
そ
の
素
材
と
な
る
熱

延
材
は
Ｃ
Ｓ
Ｃ
よ
り
供
給
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
で
は
無
方
向
性
電
磁
鋼
板
の

製
造
に
進
出
し
二
〇
一
一
年
にChina 

Steel India Pvt. Ltd.

を
設
立
、
グ

ジ
ャ
ラ
ー
ト
（Gujarat

）
州
で
焼
鈍
・

塗
装
ラ
イ
ン
を
設
置
、
年
間
生
産
能
力

は
二
〇
万
ト
ン
と
さ
れ
二
〇
一
五
年
の

生
産
開
始
を
予
定
、
そ
の
素
材
と
な
る

冷
延
材
は
Ｃ
Ｓ
Ｃ
よ
り
供
給
さ
れ
る
。

ま
た
将
来
は
こ
こ
に
冷
延
ラ
イ
ン
を
設

置
し
冷
延
材
・
亜
鉛
メ
ッ
キ
材
を
生
産
、

そ
の
素
材
の
熱
延
材
を
Ｃ
Ｓ
Ｃ
よ
り
供

給
す
る
と
い
う
構
想
も
あ
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
二
〇
〇
九
年
に
冷
延

材
の
製
造
に
進
出
し
た
。
こ
の
投
資
は

日
本
と
の
合
弁
で
あ
り
、
規
模
も
大
き

く
、
成
長
市
場
ベ
ト
ナ
ム
で
の
拠
点
構

築
と
い
う
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
戦
略
上
の
観
点
か

ら
も
重
要
性
の
極
め
て
高
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。
こ
の
ベ
ト
ナ
ム
で
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
味
を
検
討
す
る
に
際

し
て
は
ベ
ト
ナ
ム
の
鉄
鋼
業
の
状
況
を

把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
ベ
ト
ナ
ム
鉄
鋼
業
の
状
況

を
概
観
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
Ｃ
Ｓ
Ｃ

の
ベ
ト
ナ
ム
で
の
冷
延
工
場
お
よ
び
Ｆ

Ｈ
Ｓ
の
状
況
と
意
味
を
考
察
す
る
こ
と

と
し
た
い
。

●
ベ
ト
ナ
ム
鉄
鋼
業
の
状
況

　

ベ
ト
ナ
ム
の
鉄
鋼
需
要
は

二
〇
〇
〇
年
以
降
急
速
に
拡

大
し
、
そ
の
鋼
材
見
掛
消
費

量
（
生
産
＋
輸
入

－

輸
出
）

は
年
間
一
二
〇
〇
万
ト
ン
に

近
づ
い
て
い
る
。
電
炉
方
式

で
生
産
さ
れ
る
長
モ
ノ
で
は

過
剰
生
産
能
力
状
態
と
な
っ

て
い
る
。
板
類
に
つ
い
て
も

冷
延
能
力
は
過
剰
と
な
っ
て

い
る
が
ベ
ト
ナ
ム
国
内
に
熱

延
ラ
イ
ン
が
存
在
し
な
い
た

め
板
類
の
需
要
の
伸
び
が
熱

延
材
の
輸
入
増
加
を
も
た
ら

す
構
造
と
な
っ
て
い
る
⒃
。

以
下
、
こ
れ
ら
を
デ
ー
タ
で

確
認
し
て
み
る
。

　

ま
ず
ベ
ト
ナ
ム
の
鋼
材
見

掛
消
費
量
の
推
移
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
主
要

国
の
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
相
対

観
を
み
る
と
⒄
ベ
ト
ナ
ム
は
二
〇
〇
〇

年
代
に
入
り
急
速
に
消
費
量
を
拡
大
し

二
〇
一
三
年
時
点
で
は
一
一
七
七
万
ト

ン
と
な
り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
一
二
六
九

万
ト
ン
）
と
拮
抗
す
る
規
模
と
な
っ
て

い
る
（
図
４
）。
こ
れ
は
ベ
ト
ナ
ム
が

一
九
九
〇
年
代
前
半
か
ら
後
半
ま
で
毎

年
八
～
九
・
五
％
の
高
い
経
済
成
長
率

を
遂
げ
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
も

五
～
八
％
の
着
実
な
成
長
を
示
し
て
い

図４　鋼材見掛消費量推移

（出所）�　SEAISI 発 行 Steel Statistical Yearbook 各 年 版（1990年 は World Steel Association 発 行
Steel Statistical Yearbook による）より筆者作成。
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ベトナム初の銑鋼一貫製鉄事業に本格参画する台湾・中国鋼鐵―その背景と狙い―

る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に

加
え
て
ベ
ト
ナ
ム
が
二
〇
〇
〇
年
代
半

ば
以
降
、
鋼
材
多
消
費
型
の
経
済
構
造

に
変
化
し
て
き
た
こ
と
も
増
加
の
要
因

と
考
え
ら
れ
る
⒅
。

　

次
に
ベ
ト
ナ
ム
の
需
給
を
長
モ
ノ
類

と
板
・
管
類
に
分
け
て
分
析
し
て
み
る
。

ま
ず
長
モ
ノ
の
分
野
で
は
二
〇
〇
〇
年

代
初
頭
か
ら
需
要
が
急
増
し
た
が
生
産

も
そ
れ
に
対
応
し
て
増
加
し
て
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
鉄
鋼
協
会
（South East 

A
sia Iron and Steel Institute

以

下
「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
」）
の
デ
ー
タ
に

よ
れ
ば
長
モ
ノ
用
半
製
品
で
あ
る
ビ
レ

ッ
ト
（billet

）
の
製
造
会
社
は
二
七

社
あ
り
、
そ
の
合
計
年
間
生
産
能
力
は

一
一
四
三
万
ト
ン
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら

稼
働
率
は
二
〇
一
三
年
実
績
で
は
四

七
・
九
％
と
な
り
、
完
全
な
過
剰
能
力

体
質
で
あ
る
。
ま
た
同
年
の
見
掛
消
費

の
内
容
を
み
る
と
棒
鋼
（bar

）
が
六

五
％
（
生
産
で
は
八
〇
％
）、
次
い
で

線
材
（w

ire rods

）
が
三
〇
％
と
い

う
構
成
で
あ
る
。
以
上
よ
り
長
モ
ノ
の

主
な
需
要
は
建
築
・
建
設
分
野
と
考
え

ら
れ
る
。

　

一
方
、
板
・
管
類
の
消
費
量
は
長
モ

ノ
に
や
や
遅
れ
て
二
〇
〇
五
年
以
降
急

速
に
増
加
し
、
二
〇
一
三
年
時
点
で
は

長
モ
ノ
と
拮
抗
す
る
規
模
に
増
大
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
応
し
板
類
の
下
工
程

で
あ
る
冷
延
お
よ
び
亜
鉛
メ
ッ

キ
工
程
の
能
力
も
着
実
に
拡
大

し
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
の

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
二
〇
一
三
年

時
点
で
冷
延
で
八
社
⒆
、
亜
鉛

メ
ッ
キ
で
二
一
社
あ
り
、
そ
の

稼
働
率
を
算
定
す
る
と
冷
延
五

八
・
一
％
、
亜
鉛
メ
ッ
キ
六

四
・
五
％
と
な
り
⒇
長
モ
ノ
同

様
の
過
剰
能
力
体
質
と
な
っ
て

い
る
。
品
目
別
に
は
亜
鉛
メ
ッ

キ
鋼
板
の
ほ
か
塗
装
鋼
板
、
溶

接
管
な
ど
の
需
要
増
加
も
み
ら

れ
�
、
需
要
の
中
心
は
建
材
分

野
と
推
定
さ
れ
る
。
冷
延
材
は

大
半
が
こ
れ
ら
表
面
処
理
鋼
板

の
素
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
冷
延
以
降
の
工
程
に
素
材
を
供

給
す
る
熱
延
ラ
イ
ン
が
ベ
ト
ナ
ム
国
内

に
存
在
し
な
い
た
め
、
需
要
の
拡
大
は

そ
の
ま
ま
熱
延
材
の
輸
入
増
（
二
〇
一

三
年
の
鋼
材
総
輸
入
約
九
〇
〇
ト
ン
の

五
五
％
�
）
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
中

国
よ
り
は
汎
用
材
が
、
ま
た
日
本
、
韓

国
よ
り
は
相
対
的
に
高
級
材
が
輸
入
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
生
産
工
程
能
力
の
不

均
衡
が
ベ
ト
ナ
ム
の
鉄
鋼
業
に
と
っ
て

最
大
の
構
造
的
問
題
で
あ
り
、
Ｆ
Ｈ
Ｓ

が
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

　

で
は
次
に
、
こ
う
し
た
ベ
ト
ナ
ム
鉄

鋼
業
の
状
況
の
な
か
で
Ｃ
Ｓ
Ｃ
が
主
導

す
る
冷
延
工
場
お
よ
び
本
格
参
画
す
る

Ｆ
Ｈ
Ｓ
の
果
た
す
役
割
を
考
察
し
て
い

く
。

●
Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
と
っ
て
の
ベ
ト
ナ
ム
冷

延
工
場
（
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
）
の
重
要
性

　

Ｃ
Ｓ
Ｃ
は
二
〇
〇
九
年
に
住
金
な
ど

と
合
弁
でChina Steel Sum

ikin V
iet-

nam
 Joint Stock Co.

（
以
下
、「
Ｃ

Ｓ
Ｖ
Ｃ
」）
を
設
立
、
冷
延
材
生
産
に

参
入
し
た
。
当
初
の
株
主
構
成
は
台
湾

側
六
五
％
、
う
ち
Ｃ
Ｓ
Ｃ
五
一
％
、
日

本
側
三
五
％
は
住
金
三
〇
％
、
住
商
五

％
で
あ
っ
た
�
。
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
の
資
本
金

は
五
・
七
四
億
ド
ル
、
総
投
資
額
は
一

一
・
五
億
ド
ル
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年

に
バ
リ
ア
・
ヴ
ン
タ
ウ（Ba Ria-V

ung 
T

au

）
省
ミ
ー
サ
ン
（M

y X
uan

）
工

業
団
地
に
在
る
工
場
で
冷
延
が
稼
動
、

年
間
生
産
能
力
は
公
称
一
二
〇
万
ト
ン
、

実
態
と
し
て
は
一
〇
〇
万
ト
ン
と
推
定

さ
れ
る
。
設
備
はPO

SCO
 V

ietnam

の
冷
延
工
場
と
と
も
に
ベ
ト
ナ
ム
で
二

ハノイ

ヴンアン
銑鋼一貫製鉄所建設地
（運営主体：FHS、
2016年稼働開始予定）

ホーチミン

ミーサン
CSVC 工場
（2013 年稼働開始）

（出所）　編集部作成。
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つ
だ
け
の
連
続
式
（
タ
ン
デ
ム
）
圧
延

機
を
持
つ
優
れ
た
装
備
力
の
工
場
で
あ

り
�
、
生
産
品
目
は
熱
延
酸
洗
材
（
年

間
生
産
能
力
二
〇
万
ト
ン
）、
冷
延
材

（
五
〇
万
ト
ン
）、
亜
鉛
メ
ッ
キ
材
（
三

〇
万
ト
ン
）、
電
磁
鋼
板
（
二
〇
万
ト

ン
）
で
、
素
材
で
あ
る
熱
延
材
は
Ｃ
Ｓ

Ｃ
と
新
日
鉄
住
金
か
ら
供
給
さ
れ
二
〇

一
四
年
実
績
は
各
々
四
七
万
ト
ン
、
二

〇
万
ト
ン
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
Ｃ
Ｓ

Ｃ
か
ら
の
供
給
は
実
態
と
し
て
は
中
龍

鋼
鐵
よ
り
の
供
給
で
あ
る
�
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
台

湾
と
日
本
の
技
術
格
差
の
存
在
を
感
じ

さ
せ
る
分
断
管
理
の
状
態
が
み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
の
冷
延
設
備
は
四

系
列
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
酸
洗
・
冷

間
圧
延
ラ
イ
ン
（
Ｐ
Ｌ
Ｔ
Ｃ
Ｍ
）
と
電

磁
鋼
板
ラ
イ
ン
（
Ａ
Ｃ
Ｌ
）
の
二
系
列

は
Ｃ
Ｓ
Ｃ
側
の
管
理
・
操
業
、
連
続
式

焼
鈍
ラ
イ
ン
（
Ｃ
Ａ
Ｌ
）
と
溶
融
亜
鉛

メ
ッ
キ
ラ
イ
ン
（
Ｃ
Ｇ
Ｌ
）
の
二
系
列

は
新
日
鉄
住
金
側
の
管
理
・
操
業
と
明

確
に
分
担
が
分
か
れ
て
い
る
。
現
時
点

で
は
操
業
開
始
か
ら
年
数
も
短
い
こ
と

も
あ
ろ
う
が
、
管
理
職
は
Ｃ
Ｓ
Ｃ
か
ら

六
〇
～
八
〇
人
、
新
日
鉄
住
金
か
ら
三

〇
～
四
〇
人
規
模
の
要
員
が
派
遣
さ
れ

て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
現
地
で
は
七
〇
〇

～
八
〇
〇
人
規
模
の
採
用
が
な
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
う
ち
八
〇
％
が
生
産
現
場

の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
�
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
は
日
本
と
の

合
弁
に
よ
る
幅
広
い
製
品
品
目
を
持
ち
、

生
産
規
模
も
大
き
く
、
高
品
質
対
応
も

可
能
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
展
開
戦
略
の
拠

点
と
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
と
っ
て
極
め
て
重

要
性
の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
あ

る
。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
二
つ
の

側
面
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
第
一

は
周
辺
国
へ
の
輸
出
も
視
野
に
入
れ
た

高
級
用
途
向
け
製
品
の
供
給
拠
点
と
し

て
�
、
そ
し
て
第
二
に
は
Ｆ
Ｈ
Ｓ
の
熱

延
材
を
吸
収
し
規
模
の
経
済
を
支
え
る

販
売
の
尖
兵
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
と
っ
て
は
、
Ｃ

Ｓ
Ｖ
Ｃ
を
自
社
の
主
導
の
下
に
維
持
・

育
成
す
る
こ
と
は
同
社
の
ア
ジ
ア
展
開

と
い
う
戦
略
の
不
可
欠
の
要
素
で
あ
り
、

ま
た
Ｆ
Ｈ
Ｓ
へ
の
参
画
と
も
不
可
分
の

関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。

●
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
Ｆ
Ｈ
Ｓ
へ
の
本
格
参

画
の
背
景

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の

視
点
に
立
っ
て
Ｆ
Ｈ
Ｓ
へ
の
本
格
参
画

の
背
景
を
考
察
す
る
と
、
そ
の
背
景
は

次
の
三
つ
の
要
因
に
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
。

⑴
Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
と
っ
て
の
進
出
先
と
し
て

ベ
ト
ナ
ム
の
必
然
性
と
重
要
性

　

第
一
に
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
進
出
先
と
し
て
、

ベ
ト
ナ
ム
は
消
去
法
的
選
択
と
し
て
最

も
合
理
性
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
圏
で
の
本

格
進
出
の
戦
略
拠
点
を
考
え
れ
ば
鋼
材

消
費
量
の
大
き
い
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
考
え

ら
れ
る
が
、
タ
イ
は
需
要
が
品
質
面
で

高
度
化
し
て
お
り
日
本
・
韓
国
の
市
場

支
配
力
が
強
い
、
ま
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

は
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
が
銑
鋼
一
貫
で
進
出
済

み
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
二
〇
一
三

年
で
見
掛
消
費
量
が
一
〇
〇
〇
万
ト
ン

に
到
達
は
し
た
が
、
急
速
な
伸
び
は
な

く
国
内
で
の
供
給
体
制
の
整
備
も
進
ん

で
い
る
。
し
た
が
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
は
Ｃ

Ｓ
Ｃ
に
と
っ
て
は
本
格
進
出
先
と
し
て

最
も
適
合
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　

第
二
に
ベ
ト
ナ
ム
の
地
理
的
有
利
性

で
あ
る
。
台
湾
と
の
海
上
輸
送
は
三
～

五
日
で
あ
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
進
出
先
で
あ

る
マ
レ
ー
シ
ア
、
将
来
の
輸
出
市
場
で

あ
る
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
も
近
接

し
て
お
り
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
ア
ジ
ア
で
の
事
業

展
開
の
上
で
地
理
的
に
適
合
し
て
い

る
�
。

　

第
三
に
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
Ｆ
Ｈ
Ｓ
へ

の
支
援
姿
勢
も
重
要
な
要
因
と
考
え
ら

れ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｃ
関
係
者
の
理
解
に
よ
れ

ば
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
Ｆ
Ｈ
Ｓ
を
国
家

事
業
（N

ational Project

）
と
し
て

支
援
し
て
お
り
、
Ｆ
Ｈ
Ｓ
を
ベ
ト
ナ
ム

で
認
可
す
る
唯
一
の
銑
鋼
一
貫
と
し
て

お
り
税
制
面
、
港
湾
使
用
・
輸
送
な
ど

で
の
優
遇
措
置
を
供
与
し
て
い
る
模
様

で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
府
の
支
援
姿
勢

は
二
〇
一
〇
年
前
後
に
実
現
寸
前
ま
で

ゆ
き
な
が
ら
着
工
に
到
ら
な
か
っ
た
Ｐ

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
銑
鋼
一
貫
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
�
と
の
差
異
が
際
立
つ
。
こ
の
背
景

と
し
て
は
、
Ｆ
Ｈ
Ｓ
の
立
地
場
所
で
あ

る
ハ
テ
ィ
ン
省
が
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
カ
ン
ホ
ア
（K

hanh H
oa

）

省
に
比
べ
貧
困
な
地
域
で
あ
り
中
央
・

地
元
両
政
府
の
支
援
が
得
ら
れ
易
い
こ

と
、
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
で
事
業
実
績
の

あ
る
台
プ
ラ
が
政
府
関
係
者
と
の
厚
い

人
脈
を
持
つ
こ
と
、
を
挙
げ
る
見
方
が

あ
る
�
。

⑵
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
の
重
要
性
と
自
由
貿
易
協

定
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
と
っ
て
の
不
利
益

　

Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
と
っ
て
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
は
海
外

展
開
の
拠
点
と
し
て
極
め
て
重
要
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
は
こ
れ

を
Ｃ
Ｓ
Ｃ
主
導
の
下
に
維
持
し
発
展
さ

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
強
い
意
欲
を
持

っ
て
い
る
。
こ
の
観
点
に
立
つ
と
Ｃ
Ｓ

Ｃ
の
Ｆ
Ｈ
Ｓ
へ
の
参
画
と
い
う
方
針
は

合
理
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
理
解
で
き

る
。

　

第
一
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
へ
の
熱
延
材
供
給

者
と
し
て
の
立
場
の
維
持
で
あ
る
。
前

述
の
と
お
り
Ｃ
Ｓ
Ｃ
（
実
際
は
中
龍
鋼
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鐵
）
は
四
七
万
ト
ン
（
二
〇
一
四
年
実

績
）
の
熱
延
材
を
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
に
供
給
し

て
い
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
熱
延
材

の
生
産
が
な
い
こ
と
か
ら
輸
入
関
税
は

無
税
で
あ
る
。
し
か
し
国
内
に
熱
延
の

供
給
者
が
現
れ
れ
ば
最
低
で
も
五
～
七

％
の
輸
入
関
税
施
行
と
な
ろ
う
�
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
ま
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国

と
の
自
由
貿
易
体
制
の
枠
外
に
い
る
台

湾
は
こ
の
輸
入
関
税
設
定
で
決
定
的
に

不
利
な
影
響
を
受
け
�
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
現
行

商
権
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
は

必
至
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
へ
の

熱
延
材
供
給
者
と
し
て
の
立
場
を
失
う

こ
と
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
へ
の
影
響
力
の
大
幅

な
減
殺
を
意
味
す
る
。
Ｆ
Ｈ
Ｓ
へ
の
参

画
は
同
社
よ
り
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
へ
の
熱
延
材

供
給
と
い
う
形
で
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
影
響
力
を

維
持
す
る
手
段
と
な
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
�
。

　

第
二
は
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の

問
題
で
あ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
は
自
社
の
量

的
・
質
的
に
高
い
生
産
能
力
と
ベ
ト
ナ

ム
国
内
の
建
材
向
け
汎
用
材
中
心
の
市

場
と
の
不
整
合
を
打
開
す
る
た
め
、
周

辺
国
へ
の
輸
出
に
活
路
を
見
出
す
こ
と

と
な
ろ
う
。
そ
の
場
合
に
は
ロ
ー
カ

ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
要
求
を
満
た
さ
ね

ば
な
ら
ず
、
熱
延
材
の
国
産
化
が
実
現

す
れ
ば
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
が
そ
の
熱
延
材
を
使

用
す
る
こ
と
は
必
須
と
な
る
。
し
た
が

っ
て
ベ
ト
ナ
ム
国
内
の
熱
延
材
生
産
に

参
画
し
て
お
く
こ
と
は
Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
と
っ

て
重
要
な
の
で
あ
る
�
。

　

第
三
に
、
う
が
っ
た
見
方
と
し
て
は
、

Ｆ
Ｈ
Ｓ
が
将
来
は
冷
延
材
生
産
に
進
出

し
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
の
基
盤
を
脅
か
す
可
能
性

が
あ
り
Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
は
こ
の
抑
止
の
必
要

性
が
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
�
。

　

第
四
に
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
に
つ
い
て
、
二
〇

一
〇
年
に
枠
組
み
合
意
が
な
さ
れ
た
台

湾
＝
中
国
間
の
両
岸
経
済
協
力
枠
組
み

協
議
（
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
）
の
影
響
を
指
摘
す

る
専
門
家
の
意
見
も
あ
る
�
。
Ｅ
Ｃ
Ｆ

Ａ
に
よ
り
台
湾
内
市
場
が
鉄
鋼
製
品
に

お
い
て
も
中
国
に
侵
食
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
と
っ
て
は
ア
ジ
ア

圏
へ
の
展
開
拠
点
と
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
の

重
要
性
が
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
と
の

見
方
で
あ
る
�
。

⑶
Ｆ
Ｈ
Ｓ
の
経
営
者
の
変
化

　

Ｆ
Ｈ
Ｓ
側
幹
部
と
の
人
的
関
係
で
Ｃ

Ｓ
Ｃ
側
に
と
っ
て
好
ま
し
い
変
化
が
生

じ
た
。
こ
れ
は
Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
と
っ
て
本
格

参
画
の
直
接
的
な
契
機
と
な
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
�
。

　

第
一
は
Ｆ
Ｈ
Ｓ
の
幹
部
の
交
代
で
あ

る
。
二
〇
一
四
年
七
月
に
在
任
一
年
程

度
で
辞
任
し
た
Ｆ
Ｈ
Ｓ
前
社
長
の
林
信

義
は
元
・
高
級
官
僚
で
あ
る
が
Ｃ
Ｓ
Ｃ

と
の
関
係
は
必
ず
し
も
よ
く
は
な
か
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
任
の
現
社

長
・
陳
源
成
は
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
前
社
長
で
あ

り
、
台
プ
ラ
の
意
向
に
よ
る
社
長
就
任

で
は
あ
る
が
Ｃ
Ｓ
Ｃ
と
の
意
思
疎
通
が

円
滑
と
な
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
と
し
て
は
Ｆ
Ｈ

Ｓ
で
の
同
社
へ
の
理
解
が
深
ま
る
と
の

認
識
が
で
き
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
は
台
プ
ラ
の
姿
勢
の
変
化
で
あ

る
。
台
プ
ラ
は
従
来
自
社
主
導
の
銑
鋼

一
貫
実
現
に
執
着
し
て
お
り
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の

影
響
力
の
拡
大
に
警
戒
感
も
あ
っ
た
が
、

同
社
の
事
業
多
角
化
や
海
外
事
業
経
験

の
積
み
重
ね
を
経
て
近
時
は
自
社
の
圧

倒
的
株
式
シ
ェ
ア
に
こ
だ
わ
る
姿
勢
が

弱
ま
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
Ｃ
Ｓ

Ｃ
の
株
所
有
比
率
の
拡
大
に
は
格
別
の

抵
抗
を
示
さ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

Ｃ
Ｓ
Ｃ
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
は

Ｆ
Ｈ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
二

〇
一
〇
年
時
点
で
二
〇
％
の
出
資
を
行

う
方
針
で
あ
っ
た
が
、
台
プ
ラ
と
の
関

係
か
ら
五
％
の
出
資
に
と
ど
ま
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
（
二
〇
一
五
年
三
月
三

日
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ

ー
）。

●
結
語

　

Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
Ｆ
Ｈ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
本
格
参
画
の
背
景
と
狙
い
に
つ
い
て

Ｃ
Ｓ
Ｃ
側
の
視
点
に
立
っ
て
考
察
し
て

き
た
が
、
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た

点
を
次
の
よ
う
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
が
Ｆ
Ｈ
Ｓ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
抱
え
る
量
・
質
両
面
で
の
リ

ス
ク
を
認
識
し
た
う
え
敢
え
て
参
画
す

る
の
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
日
本
・
韓
国
と
の

比
較
で
の
相
対
的
劣
位
か
ら
の
脱
却
と

い
う
基
本
戦
略
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

Ｃ
Ｓ
Ｃ
は
Ｆ
Ｈ
Ｓ
を
同
社
が
ア
ジ
ア
圏

で
展
開
し
て
い
る
諸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
、
そ
し
て
近
隣
の
成
長
市
場
へ
の
将

来
の
供
給
基
地
と
し
て
活
用
す
る
可
能

性
を
踏
ま
え
て
参
画
し
た
の
で
あ
り
、

Ｆ
Ｈ
Ｓ
を
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
ア
ジ
ア
戦
略
の
一

環
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

第
二
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
ア
ジ
ア
戦
略
の

拠
点
と
し
て
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
の
重
要
性
か

ら
、
Ｆ
Ｈ
Ｓ
へ
の
参
画
の
判
断
に
お
い

て
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
に
対
す
る
影
響

力
の
維
持
と
い
う
観
点
が
大
き
な
比
重

を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

第
三
に
、
し
た
が
っ
て
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
Ｆ

Ｈ
Ｓ
へ
の
出
資
比
率
二
五
％
へ
の
拡
大

は
方
針
の
「
変
更
」
で
は
な
く
、
Ｆ
Ｈ

Ｓ
側
経
営
陣
の
交
代
や
姿
勢
の
変
化
を

契
機
と
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｃ
が
本
来
目
指
し
て

い
た
方
向
が
追
求
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
理
解
す
る
ほ
う
が
的
確
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

最
後
に
Ｆ
Ｈ
Ｓ
稼
動
後
の
影
響
と
問

題
点
に
つ
い
て
想
定
上
の
考
察
を
し
て
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お
き
た
い
。

　

第
一
は
Ｆ
Ｈ
Ｓ
お
よ
び
Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
の

目
指
す
製
品
品
質
の
方
向
の
問
題
で
あ

る
。
現
時
点
で
は
Ｆ
Ｈ
Ｓ
は
ベ
ト
ナ
ム

内
需
の
実
態
を
考
慮
し
汎
用
材
の
生
産

に
集
中
す
る
方
向
で
あ
る
。
し
か
し
Ｃ

Ｓ
Ｖ
Ｃ
へ
の
供
給
や
輸
出
の
必
要
が
生

じ
た
場
合
、
品
質
一
貫
管
理
の
必
要
か

ら
高
級
材
の
要
望
を
受
け
る
可
能
性
が

高
い
。
二
〇
一
五
年
七
月
末
に
日
本
の

銑
鋼
一
貫
企
業
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
（
以

下
、「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
」）
が
Ｆ
Ｈ
Ｓ
へ
の
五
％

出
資
の
方
針
を
公
表
し
た
�
。
こ
の
参

画
に
は
、
自
動
車
向
け
な
ど
の
高
級
材

生
産
を
考
慮
し
た
Ｆ
Ｈ
Ｓ
社
内
、
特
に

台
プ
ラ
側
の
意
見
が
背
景
に
あ
る
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
の
存
在
は
、

Ｆ
Ｈ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
で
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ

の
影
響
力
を
相
対
的
に
弱
め
る
。
特
に

Ｊ
Ｆ
Ｅ
が
将
来
そ
の
出
資
比
率
を
拡
大

す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
は
影

響
力
維
持
の
た
め
に
さ
ら
な
る
出
資
比

率
拡
大
を
含
め
た
対
抗
策
を
迫
ら
れ
る

可
能
性
も
あ
る
。
つ
ま
り
Ｆ
Ｈ
Ｓ
の
目

指
す
品
質
の
方
向
は
参
画
す
る
企
業
間

の
出
資
比
率
構
成
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
の
あ
る
問
題
な
の
で
あ
る
。

　

第
二
は
Ｃ
Ｓ
Ｃ
自
体
の
販
路
へ
の
影

響
で
あ
る
。
Ｆ
Ｈ
Ｓ
が
将
来
仮
に
Ｃ
Ｓ

Ｖ
Ｃ
や
、
さ
ら
に
は
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
ア
ジ
ア

で
の
進
出
先
に
熱
延
材
を
大
量
に
供
給

す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
こ
れ
は
台
湾
で

拡
充
し
た
熱
延
能
力
の
ア
ジ
ア
圏
で
の

吸
収
と
い
う
方
向
に
逆
行
す
る
も
の
で

あ
る
。
た
だ
一
方
で
台
湾
内
で
の
熱
延

の
装
備
力
向
上
も
既
に
触
れ
た
と
お
り

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
ケ
ー

ス
で
の
ひ
と
つ
の
想
定
と
し
て
は
、
Ｃ

Ｓ
Ｃ
は
一
段
の
熱
延
材
の
品
質
向
上
に

よ
り
台
湾
内
需
へ
の
供
給
増
を
図
り
、

ス
ラ
ブ
（slab

）
を
中
心
と
す
る
半
製

品
の
輸
入
抑
制
に
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。

仮
に
こ
の
想
定
が
現
実
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
日
本
か
ら
の
ス
ラ
ブ
輸
入
�
な

ど
の
現
行
の
構
造
に
大
き
な
変
化
が
生

じ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
Ｆ

Ｈ
Ｓ
の
稼
動
後
の
動
向
は
国
際
的
な
供

給
枠
組
み
の
再
編
に
も
つ
な
が
る
可
能

性
を
持
つ
の
で
あ
る
。

（
ほ
く
ら　

ゆ
た
か
／
東
京
音
楽
大
学

理
事
、
早
稲
田
大
学
ベ
ト
ナ
ム
総
合
研

究
所
招
聘
研
究
員
）

《
注
》

⑴�

ト
ラ
ン
（
参
考
文
献
⑪
）
は
ド
イ
モ

イ
（
一
九
八
六
年
）
以
降
の
ベ
ト
ナ

ム
の
経
済
発
展
は
、
対
外
関
係
に
焦

点
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
二
〇
〇
〇

年
前
後
か
ら
第
二
段
階
に
入
る
と
分

析
し
、
そ
の
特
徴
を
地
域
化
と
グ
ロ

ー
バ
ル
化
と
し
て
い
る
。
な
お
ベ
ト

ナ
ム
の
二
〇
一
四
年
の
一
人
あ
た
り

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
五
二
・
八
ド
ル
、

二
〇
一
五
年
見
通
し
は
二
二
三
三
ド

ル
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑰
）。

⑵�

Ｆ
Ｈ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
参

考
文
献
③
（
二
六
～
二
八
ペ
ー
ジ
）

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

⑶�

Ｃ
Ｓ
Ｃ
は
役
員
一
名
の
派
遣
も
行
っ

た
（
役
員
総
数
は
一
二
名
）（
二
〇

一
五
年
三
月
三
日
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
関
係
者

へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
）。

⑷�

台
プ
ラ
の
発
展
経
緯
に
つ
い
て
は
参

考
文
献
⑧
（
一
七
九
～
一
八
六
、
一

九
七
ペ
ー
ジ
）
に
詳
し
い
。

⑸�

鉄
屑
以
外
に
直
接
還
元
に
よ
る
Ｄ
Ｒ

Ｉ
（D

irect Reduced Iron

）
や

小
型
高
炉
に
よ
る
銑
鉄
を
原
料
と
す

る
こ
と
も
あ
る
。

⑹�

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
統
計
のClass N

o. 
510

（C
old-R

olled Sheet &
 

Strip

）
に
対
す
る
同513 

（
Ｈ
Ｓ
コ

ー
ド7225.50, 99, 7226.92

）の
比
率
。

⑺�

川
端
（
参
考
文
献
①
）
は
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
発
展
経
緯
を
欧
米
・

日
本
の
そ
れ
と
の
比
較
に
お
い
て
、

政
府
の
関
与
の
も
と
で
の
「
圧
縮
さ

れ
た
発
展
」
と
し
て
質
的
に
同
一
の

グ
ル
ー
プ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
と

の
認
識
を
示
し
て
い
る
（
五
〇
ペ
ー

ジ
）。

⑻�

劉
進
慶
（
参
考
文
献
⑭
、
一
二
八
ペ

ー
ジ
／
同
⑮
、
二
四
ペ
ー
ジ
）
は
造

船
の
発
展
の
不
十
分
さ
を
鉄
鋼
の
発

展
の
阻
害
要
因
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

佐
藤
幸
人
（
参
考
文
献
⑥
、
一
〇
〇

～
一
〇
七
ペ
ー
ジ
）
は
金
属
製
品
・

機
械
産
業
が
、
自
動
車
に
代
わ
る
鉄

鋼
消
費
産
業
と
し
て
台
湾
鉄
鋼
業
の

質
的
発
展
に
貢
献
し
得
る
可
能
性
を

指
摘
し
て
い
る
。

⑼�

Ｃ
Ｓ
Ｃ
は
一
九
八
九
年
に
第
一
陣
の

民
営
化
候
補
企
業
と
さ
れ
、
政
府
出

資
比
率
は
一
九
九
一
年
五
月
に
は
九

一
・
三
二
％
に
低
下
、
一
九
九
五
年

三
月
に
は
四
七
・
八
一
％
と
五
〇
％

を
割
っ
た
。
な
お
二
〇
一
五
年
三
月

時
点
で
は
二
〇
％
で
あ
る
。

⑽�

予
算
承
認
ま
で
の
長
い
所
要
時
間
、

新
た
な
施
策
へ
の
既
得
権
益
層
か
ら

の
政
治
家
を
通
し
て
の
妨
害
工
作
な

ど
が
み
ら
れ
た
（
二
〇
一
三
年
七
月

一
七
日
、
中
国
鋼
鐵
・
管
理
部
門
関

係
者
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
）。
な
お

Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
国
営
企
業
と
し
て
の
非
効

率
性
に
つ
い
て
は
劉
文
甫
（
参
考
文

献
⑯
、
八
三
ペ
ー
ジ
）、
ま
た
国
営

企
業
の
一
般
論
と
い
う
形
で
あ
る
が

Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
董
事
長
で
あ
っ
た
趙
（
参

考
文
献
⑨
、
八
一
～
八
三
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
指
摘
も
み
ら
れ
る
。

⑾�

参
考
文
献
⑥（
九
四
ペ
ー
ジ
）に
こ
の

経
緯
の
背
景
も
含
め
た
説
明
が
あ
る
。

⑿�

住
金
・
Ｃ
Ｓ
Ｃ
両
社
は
住
金
鋼
鐵
和
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歌
山
（
二
〇
一
二
年
の
新
日
鉄
住
金

の
成
立
に
と
も
な
い
「
日
鉄
住
金
鋼

鐵
和
歌
山
」
と
社
名
変
更
）
の
持
株

会
社
「
東
ア
ジ
ア
連
合
鋼
鐵
」
を
設

立
（
当
初
出
資
比
率
は
住
金
六
二
・

〇
五
％
、
住
商
四
・
九
五
％
、
Ｃ
Ｓ

Ｃ
三
三
％
。
現
行
比
率
は
新
日
鉄
住

金
六
五
％
、
住
商
四
％
、
神
戸
製
鋼

所
二
％
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
二
九
％
）。
こ
の

経
緯
は
参
考
文
献
⑦
（
二
八
～
二
九

ペ
ー
ジ
）
に
日
台
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
と
い
う
視
点
か
ら
の
詳
説

が
あ
る
。

⒀�

熱
延
ラ
イ
ン
は
加
熱
炉
三
基
（
四
〇

ス
ラ
ブ
処
理
可
能
）、
サ
イ
ジ
ン
グ
、

粗
ロ
ー
ル
二
基
（
№
１
が
二
ロ
ー
ル
、

№
２
が
四
ロ
ー
ル)

、
仕
上
げ
ロ
ー

ル
は
№
１
～
４
が
ペ
ア
ク
ロ
ス
、
№

５
～
７
が
ワ
ー
ク
・
ロ
ー
ル
・
シ
フ

ト
で
、
平
均
コ
イ
ル
単
重
二
〇
ト
ン

（
最
大
三
五
ト
ン
）、
設
備
は
す
べ
て

日
本
製
で
あ
る
（
二
〇
一
五
年
三
月

四
日
、
訪
問
調
査
）。

⒁�

参
考
文
献
㉑
（
一
二
六
～
一
二
七
ペ

ー
ジ
）
よ
り
筆
者
算
定
。

⒂�

彦
武
企
業
に
関
す
る
経
緯
に
つ
い
て

は
参
考
文
献
⑥
（
九
四
ペ
ー
ジ
）
を

参
照
。

⒃�

川
端（
参
考
文
献
②
）は
こ
の
熱
延
不

在
の
業
態
を
ひ
と
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
と
い
う
視
点
で
分
析
し
て
い
る
。

⒄�

ア
ジ
ア
各
国
の
鉄
鋼
業
に
関
し
て
は

参
考
文
献
⑩
に
詳
細
な
需
要
分
析
が

あ
る
。
ま
た
保
倉
（
参
考
文
献
⑬
）

は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
主
要
国
の
鋼
材
輸
入

の
内
容
を
分
析
し
て
い
る
。

⒅�

一
人
あ
た
り
鋼
材
消
費
量
を
み
る
と

二
〇
〇
〇
年
時
点
で
は
ベ
ト
ナ
ム
三

四
・
〇
キ
ロ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
二

二
・
七
キ
ロ
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
七

年
で
は
各
々
一
〇
九
・
六
キ
ロ
、
三

一
・
二
キ
ロ
、
二
〇
一
三
年
で
は
一

二
九
・
八
キ
ロ
、
五
一
・
三
キ
ロ
で

あ
る
（
参
考
文
献
⑳
）。
な
お
川
端

（
参
考
文
献
③
、
六
～
七
ペ
ー
ジ
）

は
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
鋼
材
消
費

（
鋼
材
集
約
度
）
が
高
い
と
の
指
摘

を
行
い
、
ま
た
佐
藤
創
（
参
考
文
献

⑤
、
一
一
ペ
ー
ジ
）
も
同
様
の
指
標

を
用
い
「
工
業
化
戦
略
に
よ
る
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
国
」
の
特

質
、
と
の
分
析
を
示
し
て
い
る
。

⒆�

川
端
（
参
考
文
献
③
、
二
二
～
二
五

ペ
ー
ジ
）
は
鋼
板
類
セ
ク
タ
ー
主
要

企
業
と
し
て
一
二
社
を
挙
げ
る
。

⒇�

川
端（
参
考
文
献
③
、
二
五
ペ
ー
ジ
）

は
ベ
ト
ナ
ム
鉄
鋼
協
会
の
デ
ー
タ
か

ら
二
〇
一
三
年
の
稼
働
率
と
し
て
冷

延
六
〇
・
三
％
、
メ
ッ
キ
五
八
・
四

％
と
い
う
数
字
を
示
し
て
い
る
。

��

二
〇
一
四
年
六
月
の
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｉ

会
議
で
の
ベ
ト
ナ
ム
鉄
鋼
協
会
の
報

告
に
よ
る
。

��

参
考
文
献
⑱
よ
り
筆
者
算
出
。
な
お
、

参
考
文
献
⑲
に
よ
っ
て
算
出
す
る
と

五
一
％
と
な
る
。

��

こ
の
株
主
構
成
は
二
〇
一
二
年
の
新

日
鉄
住
金
の
成
立
に
と
も
な
う
変
更

に
加
え
Ｆ
Ｈ
Ｓ
も
参
画
す
る
こ
と
と

な
り
、
台
湾
側
六
〇
％
、
う
ち
Ｃ
Ｓ

Ｃ
五
一
％
、
Ｆ
Ｈ
Ｓ
五
％
、
日
本
側

四
〇
％
は
新
日
鉄
住
金
三
〇
％
、
住

商
五
％
、
日
鉄
住
金
物
産
五
％
と
修

正
さ
れ
た
。
な
お
台
湾
側
の
株
主
構

成
は
参
考
文
献
⑦
（
三
二
ペ
ー
ジ
）

に
詳
し
い
。

��

参
考
文
献
③
（
二
四
ペ
ー
ジ
）
に
需

要
の
背
景
を
含
め
詳
説
さ
れ
て
い
る
。

��

二
〇
一
五
年
三
月
四
日
の
中
龍
鋼
鐵

で
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
よ
る
。

��

Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
の
操
業
・
管
理
の
関
連
は
、

二
〇
一
五
年
三
月
三
・
四
日
の
Ｃ
Ｓ

Ｖ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ

関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
よ
る
。

��

Ｃ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
製
品
の
品
質
水
準
に
関
す

る
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
意
図
と
し
て
は
、
当
面

は
汎
用
材
が
中
心
と
な
る
が
ベ
ト
ナ

ム
国
内
で
も
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
家
電
、

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
な
ど
に
用
途
を
拡

げ
、
逐
次
周
辺
国
の
よ
り
高
級
な
用

途
へ
の
供
給
に
参
入
す
る
と
し
て
い

る
（
二
〇
一
五
年
三
月
三
日
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
担
当
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
関
係
者
へ

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
）。

��

Ｃ
Ｓ
Ｃ
関
係
者
は
、
イ
ン
ド
も
含
め

Ｆ
Ｈ
Ｓ
よ
り
ア
ジ
ア
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
進

出
先
へ
の
熱
延
材
供
給
の
可
能
性
に

言
及
し
て
い
る
（
二
〇
一
五
年
三
月

三
日
、
Ｆ
Ｈ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当

者
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
）。

��

二
〇
一
〇
年
時
点
で
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
状
況
は
参
考
文
献

⑫
（
一
〇
三
～
一
〇
六
ペ
ー
ジ
）
を

参
照
。

��

二
〇
一
五
年
三
月
三
日
、
Ｆ
Ｈ
Ｓ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
関
係
者

へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
よ
る
。

��

Ｃ
Ｓ
Ｃ
関
係
者
の
見
通
し
（
二
〇
一

五
年
三
月
三
日
、
Ｆ
Ｈ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
担
当
者
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
）。

��

日
本
・
韓
国
は
品
質
面
か
ら
一
定
の

競
争
力
は
維
持
で
き
よ
う
が
Ｃ
Ｓ
Ｃ

は
そ
の
点
で
劣
位
に
あ
る
。

��

二
〇
一
五
年
三
月
三
日
、
Ｆ
Ｈ
Ｓ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
関
係
者

へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
よ
る
。

��

二
〇
一
五
年
三
月
三
日
、
Ｆ
Ｈ
Ｓ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
関
係
者
、

お
よ
び
三
月
六
日
の
鉄
鋼
分
野
に
詳

し
い
研
究
者
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に

よ
る
。

��

二
〇
一
五
年
三
月
六
日
、
鉄
鋼
分
野

に
詳
し
い
研
究
者
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ

ー
に
よ
る
。
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��

Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
に
つ
い
て
は
参
考
文
献
④

に
詳
説
さ
れ
て
い
る
。

��

第
三
・
第
四
は
二
〇
一
五
年
三
月
六

日
、
鉄
鋼
分
野
に
詳
し
い
研
究
者
へ

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
よ
る
。

��

人
的
関
係
の
変
化
は
Ｃ
Ｓ
Ｃ
関
係
者

が
最
も
強
調
し
て
い
た
要
因
で
あ
る
。

��

二
〇
一
五
年
七
月
三
〇
日
に
Ｊ
Ｆ
Ｅ

よ
り
公
式
発
表
さ
れ
た
（
二
〇
一
五

年
七
月
三
一
日
付
け
『
日
本
経
済
新

聞
』
お
よ
び
『
鉄
鋼
新
聞
』）。

��

二
〇
一
五
年
四
月
よ
り
、
日
鉄
住
金

鋼
鐵
和
歌
山
よ
り
中
鴻
鋼
鐵
へ
の
ス

ラ
ブ
供
給
量
が
年
間
一
八
〇
万
ト
ン

か
ら
一
二
〇
万
ト
ン
に
減
少
し
、
東

ア
ジ
ア
連
合
鋼
鐵
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
出
資
シ

ェ
ア
も
現
行
の
二
九
％
か
ら
約
一
九

％
に
減
少
す
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て

い
る
（
二
〇
一
五
年
三
月
三
〇
日
付

け
『
鉄
鋼
新
聞
』）。

《
参
考
文
献
》

①�

川
端
望
『
東
ア
ジ
ア
鉄
鋼
業
の
構
造

と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
〇
五
年
。

②�

―
―
―
「
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
鉄
鋼
業

に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
―
―
冷

延
鋼
板
製
造
企
業
の
事
例
を
中
心
に

―
―
」『T

E
R

G
 D

iscussion Pa-
per

』N
o.263

、
東
北
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
、
二
〇
一
一
年
。

③�

―
―
―
「
市
場
経
済
移
行
下
の
ベ
ト

ナ
ム
鉄
鋼
業
―
―
そ
の
達
成
と
課
題

―
―
」『T

E
R

G
 D

iscussion Pa-
per

』N
o.335

、
東
北
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
、
二
〇
一
五
年
。

④�

魏
聡
哲
・
呉
淑
妍
（
池
畑
裕
介
訳
）

「
両
岸
自
由
貿
易
化
に
お
け
る
台
湾

中
小
企
業
の
発
展
モ
デ
ル
に
か
か
る

分
析
」（『
問
題
と
研
究
』
第
四
〇
巻

三
号
、
二
〇
一
一
年
）。

⑤�

佐
藤
創
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
型
工
業

化
論
と
鉄
鋼
業
―
―
〔
ガ
ー
シ
ェ
ン

ク
ロ
ン
vs.
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
〕
を
め
ぐ

っ
て
」（『
ア
ジ
ア
経
済
』
一
二
月
号
、

二
〇
一
四
年
）。

⑥�
佐
藤
幸
人
「
台
湾
鉄
鋼
業
の
成
長
お

よ
び
高
度
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
―
―
自

動
車
産
業
に
依
存
し
な
い
発
展
の
プ

ロ
セ
ス
と
可
能
性
―
―
」（
佐
藤
創

編
『
ア
ジ
ア
諸
国
の
鉄
鋼
業
―
―
発

展
と
変
容
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

二
〇
〇
八
年
）。

⑦�

―
―
―
「
日
台
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
の
達
成
と
新
た
な
展
開
」
ジ
ェ

ト
ロ
で
の
講
演
資
料
、
二
〇
一
四
年

五
月
一
五
日
。

⑧�

瞿
宛
文
（Chu, W

an-w
en

）「
石
油

化
学
産
業
の
産
業
政
策
―
―
産
業
の

生
成
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効

果
―
―
」（
劉
進
慶
・
朝
元
照
雄
編

著
（
朝
元
照
雄
訳
）『
台
湾
の
産
業

政
策
』
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）。

⑨�

趙
耀
東
「
公
営
企
業
」（
高
希
均
・

李
誠
編
、
小
林
幹
夫
・
塚
越
敏
彦

訳
）『
台
湾
の
四
十
年
（
下
）』
連
合

出
版
、
一
九
九
三
年
。

⑩�

鉄
鋼
産
業
基
盤
戦
略
調
査
委
員
会

『
平
成
二
五
年
度
ア
ジ
ア
産
業
基
盤

強
化
事
業
（
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る

鉄
鋼
産
業
基
盤
戦
略
調
査
）
報
告

書
』
Ｊ
Ｆ
Ｅ
テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ
、
二

〇
一
四
年
。

⑪�

ト
ラ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ト
ウ
『
ベ
ト
ナ

ム
経
済
発
展
論
―
―
中
所
得
国
の
罠

と
新
た
な
ド
イ
モ
イ
―
―
』
勁
草
書

房
、
二
〇
一
〇
年
。

⑫�

保
倉
裕
「
ベ
ト
ナ
ム
鉄
鋼
業
の
現
況

と
発
展
の
方
向
」（
早
稲
田
大
学
ベ

ト
ナ
ム
総
合
研
究
所
編
『
東
ア
ジ
ア

新
時
代
と
ベ
ト
ナ
ム
経
済
』
文
眞
堂
、

二
〇
一
〇
年
）。

⑬�

―
―
―
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
鉄
鋼

業
」（『
海
外
事
情
』
一
〇
月
号
、
拓

殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所
、
二
〇
一

四
年
）。

⑭�
劉
進
慶
「
産
業
―
―
官
民
共
棲
の
構

図
」（
隅
谷
三
喜
男
・
劉
進
慶
・
凃

照
彦
『
台
湾
の
経
済
―
―
典
型
Ｎ
Ｉ

Ｅ
Ｓ
の
光
と
影
―
―
』
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
九
二
年
）。

⑮�

―
―
―
「
産
業
組
織
と
産
業
政
策
」

（
劉
進
慶
・
朝
元
照
雄
編
著
『
台
湾

の
産
業
政
策
』
勁
草
書
房
、
二
〇
〇

三
年
）。

⑯�

劉
文
甫
「
公
営
企
業
の
民
営
化
政
策

と
そ
の
展
開
」（
渡
辺
利
夫
・
朝
元

照
雄
編
著
『
台
湾
経
済
入
門
』
勁
草

書
房
、
二
〇
〇
七
年
）。

⑰�IM
F

, W
orld E

conom
ic O

ut-
look D

atabase, A
pril 2015 

（https://w
w

w
.im

f.org/exter-
nal/pubs/ft/w

eo/2015/01/
w

eodata/index.aspx

）.

⑱�South E
ast A

sia Iron and 
Steel Institute, Steel Statistical 
Y

earbook, various issues.

⑲�V
ietnam

 Steel A
ssociation, 

V
ietnam

 Steel Industry 2013 
and O

utlook for 2014, 2014

（
二

〇
一
四
年
六
月
一
〇
日
の
マ
レ
ー
シ

ア
で
の
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
総
会
で
の
説

明
資
料
）.

⑳�W
orld Steel A

ssociation, Steel 
Statistical Y

earbook, V
arious 

issues.

㉑�

台
湾
鋼
鐵
工
業
同
業
公
会
『
二
〇
一

四
年
台
湾
鋼
鐵
年
鑑
』
二
〇
一
四
年
。


